みなかみ町は2017年にユネスコ生物圏保存地域に登録された。ユネスコは、生物圏を「持続可能な開発について学ぶ場所」として定義しており、そこでは、自然がもたらす資源を持続可能な形で利用しつつ上手に自然を守ることを目的に、地域社会が自らの暮らす環境について学習を行っている。
日本では生物圏保存地域を「エコパーク」と呼ぶこともある。みなかみユネスコエコパーク（みなかみエコパーク）にはみなかみ町全域と新潟（にいがた）県の一部が含まれ、総面積は91,368ヘクタールである。この保存地域の特色である豊かな環境を生み出しているのは谷川連峰（たにがわれんぽう）で、この谷川連峰は本州（ほんしゅう）の北西側と南東側を分ける中央分水嶺となっている。このような条件が豪雪をもたらし、その溶けた雪が大河川である利根川（とねがわ）の源流となり、80,000ヘクタールを超える森林を育んでいる。生物圏保存地域に登録された一環として、みなかみ町ではこれら2つの核となる資源のほか、それらの資源によって支えられている動植物を、広め、守り、活かすことを約束している。
そういった目標を念頭に置きながら、みなかみ町の住民たちは、エコツーリズムや文化振興にはじまり手つかずの自然の保存・復元にいたるまで、数多くのプロジェクトを実施している。2003年には、林野庁が赤谷（あかや）プロジェクトを立ち上げた。これは赤谷川源流域の10,000ヘクタールの調査・保存を行う取り組みである。このプロジェクトの最終的な目標は、この地域の自発的かつ持続可能な利用に地元の団体を引き込むことであり、すでに参加者たちは、持続可能な森林伐採の方法の促進、砂防ダムの修復、地域のエコシステムの復元といった目標に向かって取り組んでいる。

